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国土交通省中国地方整備局
福山河川国道事務所 調査設計第二課 荒木 勲

自転車利用促進を目標とした自転車走行空間整備計画

2

１．整備計画策定の背景

3出典：新たな自転車利用環境のあり方を考える懇談会資料 （国土交通省 道路局 地方道・環境課 道路交通安全対策室）

自転車及び自動車保有台数の推移自転車及び自動車保有台数の推移

• 自転車保有台数は増えており、自動車保有台数より多い。

１．整備計画策定の背景
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■福山市の概況

広島県第2位の人口
※H22.4.1現在

１．整備計画策定の背景
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３ｋｍ

福山駅を中心とした
５ｋｍ圏域

福山駅

芦田川

福山港

東福山駅

平均気温（℃） 日照時間（時間） 降水量（mm）

仙台 １２．１ １，８４２．６ １，２４１．８

東京 １５．９ １，８４７．２ １，４６６．７

大阪 １６．５ １，９６７．１ １，３０６．１

岡山 １５．８ ２，００９．８ １，１４１．０

福山 １５．０ ２，０７５．０ １，１６３．７

広島 １６．１ ２，００４．９ １，５４０．６

福岡 １６．６ １，８４８．５ １，６３２．３

各地の平年値（1971～2000年）

自転車を利用しやすい環境自転車を利用しやすい環境
●瀬戸内海式気候（温暖で小雨）

●福山駅を中心とした概ね５ｋｍ圏域が平野部

資料：気象庁ホームページ

■福山市の特徴

●福山市は、四季を通じて温
暖で、台風などによる自然災
害も極めて少ない気候風土
に恵まれている。 ※福山市HP

１．整備計画策定の背景
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■通勤・通学における自転車利用分担率

出典：H12国勢調査（自転車分担率）、住民基本台帳（人口）

自転車利用率
は約１８％と

低い

１．整備計画策定の背景
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■自転車事故の発生状況（平成２１年度市町村別）

広島県内で
２番目に

高い発生率

１．整備計画策定の背景
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２．福山市における自転車走行空間
の問題点
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２．福山市における自転車走行空間の問題点

■自転車のアンケート調査結果（利用者からの意見）

■問10：歩道走行時の改善要望

●第１位は「障害物、段差により走りにくい」で、50％の指摘率で高い。

●次いで、「自転車専用の通行帯の整備」が41％、「歩行者と自転車
の走行位置の明確化」が40％と高い。

●職業別、住所別において、大きな改善要望の差異はない。

自転車利用者からの意見

回答者数5,444
（複数回答可）
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歩行者からの意見

問6：自転車の危険行為 × 問3：職業

114

91

25

59

27

97

2

463

1

14

2

65

809

21

2,344

1

26

18

36

44

7

31

4

324

10

787

0

2

6

1

9

1

2

1

14

1

27

0

0

5

246

223

47

287

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①会社員・公務員

②アルバイト・パート

③自営業

④家事専業

⑤無職

⑥小学生

⑦中学生
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⑩その他

無回答
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■問6：自転車の危険行為の認知

79％

●「よくある」（14％）、
「ときどきある」（65％）
を加えると、約8割が
危険を感じている。

●小学生、中学生、高
校生が、「感じたこと
がない」と回答してい
る割合が多い。

回答者数6,294

車の危険を感じている。
歩行者の約８割が自転
車の危険を感じている。

障害物や段差が多くて
走りにくい。

自転車専用の走行空間
の整備を望んでいる。
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■自転車のアンケート調査結果（ヒヤリ体験）

ヒヤリ体験箇所図

1～5

5～10

＞10

1～10

10～15

＞15

道路での件数

東福山駅

交差点での件数

福山港

芦田川

歩道が狭く階段の傾斜もきつ
い

傾斜がきつく見通しが悪い。

沿道からの車両も出入りする。

急傾斜でスピードが出る

東福山駅

歩道が広くないため対向時の
接触の危険性がある

国道２号

福山駅

注：ヒヤリ交差点は、指摘10人以上の箇所を抽出
ヒヤリ区間は、指摘が5人以上の区間及び概ね

500mの区間において連担する交差点でのヒヤリ
の指摘が合計10件以上ある区間を表示

ヒヤリ交差点

ヒヤリ区間 傾斜がきつく歩道の起伏も多い

●「自転車」でみると、対相手交通は自
動車が約7割で圧倒的に多く、自転車
が18%と少ない。

●ヒヤリ内容は、「交差点での出会い
頭」が非常に多く、「沿道からの出入り
の際の接触」、「左折車両との接触」が
続く。

●原因としては、歩道が狭い、自転車・
自動車交通量が多いもあるが、「相手
又は自分の不注意」も多くあげられて
いる。

【ヒヤリ体験の概要】

交差点での出会い頭が
多い。

自転車と自動車によるヒ
ヤリが圧倒的に多い。

２．福山市における自転車走行空間の問題点
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■自転車の交通事故発生状況

国道２号

H17～H20 自転車事故プロット図

国道313号

福山競馬場

緑町公園

注：事故多発交差点は、5件/4年以上の箇所を抽出
事故多発区間は、概ね500mの区間において事故が10件
以上連続する区間を表示

福山港

芦田川

東福山駅

福山駅

事故多発交差点

事故多発区間

交通事故の発生位置等交通事故の発生位置等

●自転車の交通事故は、幹線道路上で多く
発生しているが、脇へ入った細街路でも多
い。

●多発区間をみると、市街地中心部の国道2
号及び、福山駅から交差してくる南北方向
の市道区間、緑町公園周辺及び、福山競
馬場北側の市道等が該当する。

●山陽本線の北側エリアでは、福山駅北東
部の東西方向の複数の市道で多発してい
る。また東福山駅の北側の市道でも多発。

●「自転車×自動車」の事故が全体の94％
を占め、殆どが自動車相手となっている。

●「出会い頭衝突」による事故が64％と、圧
倒的に多い。次いで、「右左折中の側面衝
突」が21％と多い。

細い街路でも事故が多い。

２．福山市における自転車走行空間の問題点
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■自転車走行空間における問題箇所

事故発生箇所等の問題
内容が重なっている。

２．福山市における自転車走行空間の問題点
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３．整備計画策定フロー

14

３．整備計画策定フロー

■整備計画策定フロー

第１回懇談会

目標の設定目標の設定

走行空間整備の基本方針走行空間整備の基本方針

自転車利用環境の現状と課題自転車利用環境の現状と課題自転車利用環境の現状と課題自転車利用環境の現状と課題

計画エリアの設定計画エリアの設定

福山市の特徴福山市の特徴

自転車走行空間の確保自転車走行空間の確保

ルール・マナー検討ルール・マナー検討

戦略的な整備計画戦略的な整備計画

ネットワーク候補路線の選定ネットワーク候補路線の選定

個別路線の整備計画策定個別路線の整備計画策定

走行空間整備計画の策定走行空間整備計画の策定

自転車利用者の現況分析自転車利用者の現況分析 第２回懇談会

第３回懇談会

第４回懇談会

第５回懇談会

座 長：徳島大学 教授 山中 英生

メンバー：福山商工会議所 副会頭

福山市教育委員会 教育長

中国新聞備後本社 備後本社代表

広島大学 教授

福山車イス福祉協会 会長

福山地区高等学校PTA連合会 会長

福山市役所 副市長

オブザーバー：広島県警福山東警察署 署長

福山河川国道事務所 事務所長

広島県福山地域事務所 建設局長

15

４．整備計画方針

16

自転車走行空間整備の方針

自転車ネットワーク
計画のあり方

自転車走行空間の
確保

既存の道路空間を
有効に活用した戦
略的な整備計画

駐輪対策 自転車ルール、
マナーの向上

５本の柱を主軸に、骨太なネットワークを形成

■自転車走行空間整備計画方針の骨格

４．整備計画方針
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■５本の柱

１本目の柱：自転車ネットワーク計画のあり方

４．整備計画方針

18航空写真：yahoo 資料：Ｈ１２国勢調査

４．整備計画方針 [１本目の柱：自転車ネットワークのあり方]

■計画エリアの設定

100100

●福山駅周辺に広がる平地部 （駅を中心とし
た 5km圏域）

●福山駅を中心とするトリップが多い（交通結
節点） ※H3備後・笠岡都市圏PT調査

●平野部での通勤通学時の自転車分担率が
概ね15％以上 ※H12国勢調査

●主要施設（自転車集中施設）が立地

※公共施設、高校、商業施設等

○自転車利用の９割以上が5km・30分圏内の利用

※交通工学ハンドブック2005

○5km程度までの短距離移動において、自転車は鉄道
や自動車よりも移動時間が短い ※国土交通省資料

19

４．整備計画方針 [１本目の柱：自転車ネットワークのあり方]

事故件
数を増
加させな
い

20

居住地域

居住地域

居住地域

居住地域

居住地域

居住地域

居住地域

居住地域

自転車交通需要が高い路線自転車集中施設自転車集中施設に通じる路線自転車事故発生地点ヒヤリ区間・走りにくい区間代替路線の検討自転車ネットワーク路線■自転車ネットワークの選定イメージ

４．整備計画方針 [１本目の柱：自転車ネットワークのあり方]

福山駅

至
岡
山

至
松
永

JR山陽本線

R2 R2
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■計画エリアの設定

◆自転車交通需要、自転車集中施設、課題が大きい
箇所等を勘案し、ネットワーク候補路線を選定

自転車ネットワーク候補路線

●自転車交通需要が高い路線（骨格となる路線）

●自転車集中施設に通じる路線

自転車の利用ルート、交通量より“需要”が高い路線をネット
ワーク候補路線として抽出。

自転車が集中する施設（現況及び将来）に通じる道路を候
補路線に加える。

自転車ネットワーク候補路線の選定

「目標」達成に必要となるネットワーク候補路線を抽出。

ネットワーク化

●課題が大きい箇所の確認

・既存幅員で走行空間を確保できるか

・車線減少、車道幅員縮小、植樹の移植等

事故、走りにくい・ヒヤリ体験箇所のデータを重ね合わせ、課
題が大きい箇所を抽出し、ネットワーク候補路線に該当するか
確認。

●代替路線の検討

◆計画交通量が断面で
500台/12h以上、片側で
250台/12h以上の区間
◆アンケート回答者100
人以上区間

◆高等学校、商業施設、
公共施設、駅

◆死傷事故率1,500件/億台キロ以
上（上位約20％区間）
◆事故多発区間・交差点、ヒヤリ区
間・交差点、走りにくい区間

◆細街路から幹線道路への転換、
事故多発箇所の回避を可能とする
代替路線の有無について確認

選定条件等

４．整備計画方針 [１本目の柱：自転車ネットワークのあり方]
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■５本の柱

４．整備計画方針

２本目の柱：自転車走行空間の確保

１本目の柱：自転車ネットワーク計画のあり方
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４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]

◆交通量、自動車速度より自転車が通行すべき
空間を設定

道路幅員構成、沿道状況を勘案し、整備手法を設定

【走行空間としてあるべき姿】

自動車速度
交通量

40km/h超 40km/h以下

自転車200台/2m・h以上
または

歩行者35人/2m・h以上

パターン１
自動車・歩行者
との分離区間

パターン３
車道側を通行

させるべき区間

上記以外
パターン２

歩道側を通行
させるべき区間

どちら側でも対
応可能な区間

パターン１
自動車・歩行者
との分離区間

自動車 自転車 歩行者

パターン２
歩道側を通行

させるべき区間
自動車 自転車 歩行者

パターン３
車道側を通行

させるべき区間
自動車 自転車 歩行者

：車道側または歩道側での共存関係を示す

パターン３

自転車の通行すべき空間

パターン１

パターン２

24

１．基本的な整備手法の適用検討

３．歩道通行の検討
（歩行者との共存）

２．車道通行の検討
（自動車との共存）

⑥⑥ルールの徹底・マナーの啓発ルールの徹底・マナーの啓発
YES

・路肩幅員1.5m以上
（歩道がある道路）

・自動車速度40km/h以下

YES NO

自転車レーン
設置

①①自転車道自転車道

自転車走行位置
の明示

④④自転車走行位置の明示自転車走行位置の明示

YES NO

②②自転車レーン自転車レーン

NO

再配分実施

・自転車道2m以上
・沿道の出入り状況（連続性の確保）

・歩道の有効幅員4.0m以上
（歩道2m＋自転車通行部分2m）

・植樹帯
・側溝

YES

YES

③③自転車走行指導帯自転車走行指導帯⑤⑤自転車啓発帯自転車啓発帯 「歩行者注意」の
路面標示

「歩行者優先」の
路面標示

「押し歩き」の
路面標示

バリアフリー特定経路

沿道が商店街か

自転車啓発帯
設置

自転車道
設置

空間再配分の可否

NOまたは
再配分実施済み

自転車走行指導帯の
設置

YES

NO

・歩道未設置または歩道の
有効幅員2.0m以下
・自動車速度40km/h以下

NO

YES

・歩道の有効
幅員3.0m以上
・道路空間の再配分 YES

NO

NO

スタート

注：交通量、自動車速度などを勘案し、適切な空間を確保
○下記２区間の重複区間：自動車と自転車と歩行者を分離
○自動車速度が40km/h超の区間：自動車と自転車を分離
○自転車200台/2m・h以上または歩行者35人/2m・h以上の

区間：自転車と歩行者を分離

１．基本的な整備手法の適用検討

３．歩道通行の検討
（歩行者との共存）

２．車道通行の検討
（自動車との共存）

⑥⑥ルールの徹底・マナーの啓発ルールの徹底・マナーの啓発⑥⑥ルールの徹底・マナーの啓発ルールの徹底・マナーの啓発
YES

・路肩幅員1.5m以上
（歩道がある道路）

・自動車速度40km/h以下

YES NO

自転車レーン
設置

自転車レーン
設置

①①自転車道自転車道

自転車走行位置
の明示

自転車走行位置
の明示

④④自転車走行位置の明示自転車走行位置の明示

YES NO

②②自転車レーン自転車レーン

NO

再配分実施

・自転車道2m以上
・沿道の出入り状況（連続性の確保）

・歩道の有効幅員4.0m以上
（歩道2m＋自転車通行部分2m）

・植樹帯
・側溝

YES

YES

③③自転車走行指導帯自転車走行指導帯⑤⑤自転車啓発帯自転車啓発帯 「歩行者注意」の
路面標示

「歩行者優先」の
路面標示

「押し歩き」の
路面標示

バリアフリー特定経路バリアフリー特定経路

沿道が商店街か沿道が商店街か

自転車啓発帯
設置

自転車啓発帯
設置

自転車道
設置

自転車道
設置

空間再配分の可否空間再配分の可否

NOまたは
再配分実施済み

自転車走行指導帯の
設置

自転車走行指導帯の
設置

YES

NO

・歩道未設置または歩道の
有効幅員2.0m以下
・自動車速度40km/h以下

NO

YES

・歩道の有効
幅員3.0m以上
・道路空間の再配分 YES

NO

NO

スタート

注：交通量、自動車速度などを勘案し、適切な空間を確保
○下記２区間の重複区間：自動車と自転車と歩行者を分離
○自動車速度が40km/h超の区間：自動車と自転車を分離
○自転車200台/2m・h以上または歩行者35人/2m・h以上の

区間：自転車と歩行者を分離

４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]
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■整備イメージ

①自転車道

４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]
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②自転車レーン
■整備イメージ

４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]
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③自転車走行指導帯

■整備イメージ

４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]

28

④自転車走行位置の明示

■整備イメージ

４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]
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⑤自転車啓発帯

■整備イメージ

４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]

30

⑥ﾙｰﾙの徹底・ﾏﾅｰの啓発

■整備イメージ

４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]
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４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]
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４．整備計画方針 国道２号自転車歩行者分離実施区間の検証

自転車歩行者分離視線施工区間の整備内容自転車歩行者分離視線施工区間の整備内容

無回答

1.9%

どちらとも

いえない
21.0%

悪い

14.3%

良い

62.8%

Q：自転車歩行者分離実施の取り
組みについての意見をお聞かせ
ください。
→自転車と歩行者を分離したこ
とについては約６３％の方が
「良い」と回答。

【利用者の声】

安全である

安心感がある

通行・走行性が向上した

その他

無回答

80.3

18.0

11.6

5.6

5.2

0 20 40 60 80 100
(%)

② 何が良いと思われましたか？

回答者数233
（複数回答可）

安全である

安心感がある

通行・走行性が向上した

その他

無回答

80.3

18.0

11.6

5.6

5.2

0 20 40 60 80 100
(%)

② 何が良いと思われましたか？

回答者数233
（複数回答可）

③ 何が悪いと思われましたか？

幅員が狭くなるため通行しにくい

通行位置が判りにくい

歩道内に構造物があると危険

スムーズな通行が出来ない

その他

無回答

54.7

7.5

52.8

22.6

34.0

5.7

0 10 20 30 40 50 60
(%)

回答者数53
（複数回答可）

③ 何が悪いと思われましたか？

幅員が狭くなるため通行しにくい

通行位置が判りにくい

歩道内に構造物があると危険

スムーズな通行が出来ない

その他

無回答

54.7

7.5

52.8

22.6

34.0

5.7

0 10 20 30 40 50 60
(%)

回答者数53
（複数回答可）
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４．整備計画方針 [２本目の柱：自転車走行空間の確保]

34

■５本の柱

４．整備計画方針

３本目の柱：戦略的な整備計画

１本目の柱：自転車ネットワーク計画のあり方

２本目の柱：自転車走行空間の確保

35

４．整備計画方針 [３本目の柱：戦略的な整備計画]

整備時期 区間数 延長（km） 延長割合 

整備を優先する区間 154 66 41% 

上記以外の区間 149 95 59% 

■前期５ヶ年で概成させ、１０年後の目標達成を目指す。

・ 現状で自転車利用が多い場合
は、優先度を高く設定。

（自転車交通量 1000台／12h）

優先順位の設定（指標・視点等）

・ 現状で自転車事故が多い場合
は、優先度を高く設定。

（1500件／億台キロ）

・ バリアフリー特定経路に該当す
る区間、モデル地区は優先度を高く
設定。

・ 予定事業（歩道整備等）に該当
する区間は、その事業時期に従う。

・ 前後区間の連続性を考慮して、
時期を設定。

36

■５本の柱

４．整備計画方針

４本目の柱：駐輪対策

１本目の柱：自転車ネットワーク計画のあり方

２本目の柱：自転車走行空間の確保

３本目の柱：戦略的な整備計画
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■路上駐輪の現況
◆福山駅周辺での路上駐輪状況

＊H18年9月27日（水）調査での最大駐輪台数時刻
（17時）における路上駐輪2,140台の分布

● 平成18年調査時の最大駐輪台数は、5,943台であった。路上駐輪は2,140台であり、特に駅南側での路上駐輪が
多かった。

● 駅周辺での公的駐輪場の収容能力は3,722台であり、駅北側には駐輪場がない。
● 路上のデッドスペース等で駐輪が多くみられる。（福山駅南側に駐輪可能な路上空間が存在。）
● 路上駐輪は歩行者等の通行の妨げになるとともに、まちの景観の阻害要因となる。

４．整備計画方針 [４本目の柱：駐輪対策]

至
岡
山

至
松
永

R2 福山市三之丸町
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■駐輪対策方針
■デッドスペース等の状況

○路上のデッドスペース（植栽帯の間、横断歩道橋階段下など）等で駐輪が多くみられる
○福山駅より南側に自転車をまとめて駐輪できる路上空間が存在する
○個別路線の整備計画策定にあたり、デッドスペース等の有効活用を図る必要がある

４．整備計画方針 [４本目の柱：駐輪対策]

39

■駐輪対策方針
【具体的な整備計画案】
・歩道上の植栽帯の間に路上駐輪がみられる
・植栽帯の間の空間（奥行き1.3m）を活用し、駐輪施設を整備
・駐車ますが歩行者の通行空間に重ならないよう、道路に対して斜めに配列するなど配慮する

現 況 整備イメージ（岡山市国道５３号）

４．整備計画方針 [４本目の柱：駐輪対策]
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■５本の柱

４．整備計画方針

１本目の柱：自転車ネットワーク計画のあり方

５本目の柱：自転車ルール、マナーの向上

２本目の柱：自転車走行空間の確保

３本目の柱：戦略的な整備計画

４本目の柱：駐輪対策
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４．整備計画方針 [５本目の柱：自転車ルール、マナーの向上]

【ルール・マナー対策】

【ルール・マナーに係る福山の現状と課題】

◆自転車利用者に対する指導・啓発活動を実施
・自転車事故防止・盗難防止の指導・啓発活動（チラシの配布、グッズの支給等）
・交通安全教室：交通公園においてビデオ鑑賞、講話、交通安全ルールの実地体験、移動教室はすべての小
学校で実施、中学生には自転車の正しい乗り方などを指導

◆アンケート調査（平成20年度実施）では、全般的にルールの認識が低く、マナーも良くない、特に高校生において
顕著である

◆自転車の危険行為により歩行者等の安全が脅かされ、安全未確認等による交通事故も発生

500mm 500mm 500mm
歩行者・自転車の通行空間を示す路面標示

500mm

500mm

500mm500mm
「押し歩き」、「歩行者注意」、「歩行者優先」を示す路面面標示

◆道路利用者全般への安全教育・広報啓発
・あらゆる年齢層を対象に自転車の走行ルールなど安全教育や
広報啓発等の活動を推進する
・運転免許更新時における広報啓発を実施する

◆学校での安全教育の取り組み強化
・義務教育の各段階で安全教育が必要不可欠
・学校周辺での街頭指導にも取り組む

◆大きなマーキング＆現場でルールが分かるシステム
・自転車走行位置等が現場で直感的にわかるような、見やすい
大きなマーキングを行い、安全な走行を誘導
・自転車の一方通行や走行位置を標示する場合、矢印型マーク
は用いる
・自転車走行空間は自転車レーンと同じ青色系、歩行者空間は
ローズカラーを用いる

42

５．目標設定

43

５．目標の設定

【目指すべき将来像】 “自転車の似合うまち 福山”

【目標年次】 平成３１年（２０１９年）※１０年後

【目 標】 ①自転車の利用を １．３倍 にする （６箇所の交通量）

②自転車の事故率を ０．８倍 にする （観測交通量あたり事故件数）
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：自転車ネットワーク候補路線

①国道２号

②福山駅箕島線

③国道２号

④地吹大渡橋線

⑥本庄坪生線

⑤JR高架下（南側）

“モニタリング箇所” 設定方法

・交通量が多い（1,500台以上）

・各方向から流出入等で交通が集中

・重要路線

①国道２号（西側）

交通量：2,218台/12h、571台/通勤時

②福山駅箕島線

交通量：2,400台/12h、650台/通勤時

③国道２号（東側）

交通量：2,607台/12h、708台/通勤時

④地吹大渡橋線

交通量：2,044台/12h、652台/通勤時

⑤JR高架下（南側）

交通量：2,217台/12h、738台/通勤時

⑥本庄坪生線

交通量：1,807台/12h、602台/通勤時

現況値

≪平均値≫
交通量：2,216台/12h、654台/通勤時

指標１：モニタリング箇所の自転車交通量（平均）

福山駅

５．目標の設定
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指標２：モニタリングエリアの事故率（事故件数／平均交通量）

モニタリングエリア ：福山駅周辺（事故が集中している地域）
事故件数 ：H21年の自転車関連事故（H20は45件）
平均交通量 ：福山駅周辺の観測箇所（６箇所）の平均交通量

交通量観測箇所

モニタリングエリア

福山駅

５．目標の設定
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・自動車から自転車へ転換する可能性のある交通が、全体に対してどの程度あるかを算出する。

・Ｈ１７道路交通センサスのＯＤデータを用いて、対象地域の総発生集中量とターゲットの発生集中量を集計し、
“ターゲットの割合” を算出する。

■自動車⇒自転車への転換可能性

＜想定したターゲット＞

◆現交通手段：自動車
◆年齢：１８～５０歳（体力、健康意識）
◆移動距離：５ｋｍ以下の短トリップ
◆対象地域：自転車空間整備検討地域

Ｈ１７センサスＯＤデータ

２４５，０００トリップ／日※
（通過含まない）

対象ゾーンの総発生集中量

ターゲットの発生集中量

ターゲットの割合
（転換可能性のある交通割合）

ターゲットの割合＝ターゲット発生
集中量／総発生集中量＝約２２％

５３，０００トリップ／日※

【潜在的な需要】

※道路交通センサスＯＤデータのトリップ毎に設定された母集団に対する拡大係数を合計し、対象ゾーン
の総発生集中量とターゲットの発生集中量を算定。調査実数は、総発生集中量５，０００トリップ／日、
ターゲットの発生集中量１，０００トリップ／日。

※トリップとは、人がある目的を持ってある地点からある地点へと移動すること。

５．目標の設定
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転換率 １０％ ２０％ ３０％

自転車
交通量
（台/12h）

現況（H21） ２，２０４ ２，２０４ ２，２０４

将来（H31） ２，４２１ ２，８２６ ３，２３２

倍率 １．１倍 １．３倍 １．５倍

自転車
事故率
（件/台）

現況（H21）※ ０．０２０ ０．０２０ ０．０２０

将来（H31） ０．０１９ ０．０１６ ０．０１４

倍率 ０．９倍 ０．８倍 ０．７倍

※H20の事故件数４５件で算定、H21に更新予定

注：平成３１年予測値は社会経済状況等の影響考慮

■自転車交通量・事故率の算定（転換別）

自転車交通量：国際社会保障・人口問題研究所が算定（H20.12）した
福山市における将来推計人口（１０～７４歳）の伸び率を用いて補正

自動車交通量：国土交通省が算定（H20.1）した山陽ブロックにおける
交通量（走行台キロ）の伸び率を用いて補正

○自転車交通量の目標値（６箇所の平均値）

平成２１年現況 ２，２０４台 １９，０２７台

平成３１年予測 ２，０１６台 １８，６２９台

平成３１年目標 ２，８２６台

転換可能２２％
４，０６１台

８１０台
（２０％）

（１．３倍）

自転車 自動車

○自転車交通量の目標値（６箇所の平均値）

平成２１年現況 ２，２０４台 １９，０２７台

平成３１年予測 ２，０１６台 １８，６２９台

平成３１年目標 ２，８２６台

転換可能２２％
４，０６１台

８１０台
（２０％）

（１．３倍）

自転車 自動車

事故件
数を増
加させな
い

５．目標の設定
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６．今後のスケジュール
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■今後のスケジュール

６．今後のスケジュール

福山都市圏自転車走行空間整備計画の策定

<自転車走行空間整備の方針>

社会実験結果の整備計画への反映

社会実験等を実施し、整備手法の有効性について確認

整備の推進


